


　手づくりのピザやカレー、スイーツ類が人気を集め、
たびたび売り切れになる「カフェこっとーね」。調理
担当の今井咲季(さき)さんはこっとーね開店と同時に
働きはじめて６年、ホールスタッフの窪田和真さんは
４年、すっかりお店の顔になりました。ふたりはワー
クトレーニングハウスで部品作りなどの軽作業を行う
かたわら、こっとーねのスタッフとして料理を作り、接
客を行います。
　20人くらいの予約が入ると「仲間と手分けして作

るのですが、サラダやスー
プの準備は大変です」と今
井さん。窪田さんは「おい
しく味わっていただくため
に、料理のテーブルの置き
方などを工夫しています」

と、苦労やおもてなしのコツを話してくれました。
　制服姿が板に付き、厨房・ホールの10人近い仲間
と働く楽しさを知った今井さんと窪田さん。鶴見ワー
クトレーニングハウスの施設長や職員、多くのお客さ
んに見守られながらの日々。「ずっとこの仕事を続け
ていきたいです」と口を揃えています。
◆カフェこっとーね　障害者就労支援型施設 鶴見ワークトレーニン
グハウス(　　582－8055　横浜社会福祉協会)が運営している。
“模擬会社形態”を取り入れた作業プログラムを通じて仕事をしながら
働く姿勢、人間関係を身につけることができる。
★鶴見区豊岡町28-４ハーモニーとよおか1階　　582－8029


